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私たちの手で自然史博物館を創り育てよう
池谷 仙之 (NPO自然博ネツト理事長)

地球を人の―生にたとえるなら、地球はいま 47億歳に

なります。こんな永い0寺間、地球は何をしてきたのでしよ

うか。さぞかし、多<の出来事を体験してきたに違いあり
ません。そして、地球に寿命があるとするなら、あと何年

<らい存在するのでしようか。地球上の生命は、このよう
な地球の歴史のひとこまとして、およそ 38億年前に誕生

しました。この生命が地球上に誕生したときから、生物が

地球の環境をつ<り変え、地球環境が生物の進化を促して

きたように、生物と生物を取り巻<地球の環境は絶えず互
いに密接に影響し合いながら今日に至つているのです。現

在、私たちが認識している生物種、すなわち、名前が付け

られている生物は 200万種ほどです。しかし、これまで
に地球上に現れ、すでに絶滅してしまつた化石種や、私た

ちが直接見ることのできない地下深部や深海底などに生

第 2回総会で挨拶する池谷理事長

息するまだ名前のない生物を含めると、この地球上にはおびただしい数の生命体が生まれたことに

なります。これらの生命の営みと、これらの生命を育んできた地球の営みが「自然史」なのです。

私たち地球人は、この地球の「自然史」を理解し、「生命とそれを取り巻<環境」を大切に守つ
ていかなければなりません。これは 21世紀の人類に課せられた最大のテーマなのです。「自然史」
を理解することは、身のまわりの自然を五感 (視・聴・lla・ 味・触)で感じ取ることからはじまり、
豊かで神秘に満ちた自然の「 /31るまい」に感動し、その自然の「ありよう」をもつと深<矢□りたい

と思う知的活動に他ならないのです。しかし、単に「花鳥風月を五感で感じ取る」だけでは、自然

の「理 (ことわり)」 を理解することはできません。自然の神秘とその摂理を深<理解するために
は、それなりのプロセスを必要とします。自然を観察し、標本を採集、整理、保管する方法や、さ

らに学術的に探究する手段などをサポートするのが自然史博物館なのです。

静岡県下には、すでに 100を越す自然史系の学会や研究会、同好会が活動しています。写真や絵
画、詩歌、ガーデニング、山登り、フイツシングなど、各種の愛好家集団も広い意味での自然史系

の同好会と言えるでしよう。このようなグループに直接参加していな<ても、人はみな「自然」を
愛し、日々何らかの形で「自然」と深<関わり合つています。このような自然を愛する人々の活動
を支援し、その活動の拠点となるような博物館を私たちの手で倉」り育てて行きたい。NPO「静岡県
自然史博物館ネツトワーク」はこのような主旨で、前身の静岡県立自然系博物館設立推進協議会か

ら変身して新たなスタートを切りました。身のまわりの□一カルな自然からスタートして、東海地

域、日本列島、西太平洋一東アブア、全地球、そして宇宙にまで広げたグローバルな視点で、「自

然の成り立ち」を理解し、再び足もとの自然を見つめてみましよう。きつとかけがえのない地球の

営みが見えて<ることでしよう。そして、この地球がいつそう愛おし<思えて<ることでしよう。
このような県民の知的活動の場を提供し、それらを支援する体制を整えた自然史博物館を是非私た

ちの手で創りましよう。



特定非営利活動法人 静岡県自然史博物館ネツトワーク 第 2回総会記念講演会

静岡県にふさわしい自然史博物館のあり方
濱田 隆■ (福井県立恐竜博物館館長)

平成 15年 4月 20日 (日 )午後 1時 40分から 38寺 10分まで静岡商工会議所 401会議室にて、

静岡県自然史博物館ネツトワークの第 2回総会の記念講演会が行われました。第 2回総会の記念講

演として、放送大学教授で、福丼県立恐竜博物館館長でもあり、また (財)日本科学協会理事長で

ある濱田隆士先生においでいただき、「静岡県にふさわしい自然史博物館のあり万」というテーマ

で講演をしていただきました。

濱田先生には、平成 13年秋に自然博推進協で福丼県立恐竜博物館を視察させていただいた際|こ

も、丁重に御案内いただき、静岡県における自然史博物館の必要ll■や静岡県らしい博物館のあり万

などについてもお話をいただいたことがありました。

今回は、濱田先生がこれまで係わられてこられた神奈川県立生命の星・地球博物館や福丼県立恐

竜博物館などの実績も踏まえて、長時間にわたり、静岡県における自然史博物館のあり方 |こついて

お話をいただきました。

この要旨は、濱田先生の講演に基づき、事務局で要約したものです。

静岡型博物館とは何か ?

神奈川県立生命の星・地球博物館の館長のと

き、箱根にた<さんある博物館の館長さんたち

による談話会を作り、博物館相互の連携をはな

つた。これを拡大して南関東博物館ネツトワー

クも構築したが、福丼県立恐竜博物館の館長に

なつて、同様のことをやろうとしたがなかなか

できなかつた。これは各地域、県レベルでIFI策

の実施手法が異なり、ある県では当然のことで

も別の県では違つた手法がとられるためであ

つた。それぞれの県独自のやり方があるので、

それらをよ<見極めて取り組ぬ必要があるの
ではないだろうか。

日本の博物館は、日本の文化や学術、技術、

経済などと同様に欧米から輸入されたもので

あり、日本型とは、すなわち輸入型にほかなら

ない。

静岡県は日本列島のほぼ中央にあり、日本一

高い富士山と日本一深い駿河湾がある。静岡県

の博物館は静岡県のスタイルと顔をはつきり

と見せることが重要ではなかろうか。

物や人材、場所など予算的な制限が多<あ り、

これに力0えて、大学をはじめ国立博物館や研究

機関などの独立行IEX法人化の動きの中で、県で

講演される濱田隆士氏

博物館をつ<る場合には民間の活力を大いに
使うことは当然のこととなるであろう。

静岡県は周辺域 |こ、すでに県レベルの大型の

自然系博物館があり、これらに挟まれた格好に

なつているが、日本全体の自然史系博物館の分

布を考えると日本の中央部 (静岡地域)にぼつ
かりと大きな穴があいている状況にある。静岡

県には、今は博物館がないが、できた0寺には最

も進んだ博物館となる可能性もある。

県立の博物館だからといつて、県民だけをタ

ーゲツトにしているようではいけない。県外か

らも多<の人が集まるような魅力のあるもの



にしなければいけない。勿論、より広範囲な広

報活動も必要であろう。最近では博物館にも外

部評価が行われ、人がどれだけ入つたかという

数が重要視されるが、どれだけリピータを増や

せるかが最も重要である。

静岡県は東西に長<、 深海から高山へとその

自然環境も変化に富んでいる。しかし、県立の

博物館のいざ目玉になるものというと、「これ

だ!」 というものがない。まさな特産品のワサビ

を前面に出すわけにもいかないだろう。目玉と

なるものがな<て はならないが、それは、「特
別大きいか、超珍しいか」のどちらかである。

対象を海外に求めてみるのも―つの手かもし

れない。

エレクトロニクスなどの工学も自然の法貝」

を利用しているので、工学まで範囲を広げてみ

てはどうだろうか。 IT(イ ンフオメーショ
ン・テクノロブー)が自然史を盛り上げたよう
に、エレクトロニクスも自然史を盛り上 |ずるの

ではないだろうか。

箱物になぜ

こだわらねばならないのか ?

博物館は「もの」を展示し、収納する建物が

必要で、それはいわゆる箱物と呼ばれるもので

ある。「博物館は箱物にこだわることはない」

という考え方もあるが、箱物のない、いわゆる

IT型やアウトリーチ (出張博物館)型だけで
は博物館として十分ではない。また、最近の博

物館の教育活動では、物に直接触れたり、解説

員とマンツーマンで接したりするハンスオン

の手法が取り入れられている。このような状況

を考えると、財政的な問題もあり、箱物のハー

ドと箱なしのソフトの利点を生かした中間の

形態が考えられる。

博物館には「もの」がな<て はならない。そ
して、その「もの」が語ることをいかに伝える

か、いかに魅力的に見せるかが重要なのである。

博物館活動が全てを握る

イベントの後に、そのコアとなつた施設がそ

のまま残つて、博物館となつた例がある。すで

に博物館がある場合でも、そのような施設が博

物館の分館や収蔵庫となる場合もある。

博物館活動の中で、イベントを企画すること

は重要である。また、博物館の活動には中長期

的な計画が必要であり、たとえ博物館が立ち上

がつたとしても 5年先までの活動計画が決ま
つていないような博物館では長<持たないで
あろう。NPOの活動では、博物館をつ<ること
への意気込みはあるものの、見通しをつけに<
いので、今後は博物館そのものの活動を中心に

おいてい<ことが重要だろう。
県立の博物館であっても国際的な視野がほ

しい。グローバルなことがわからなければ□―

カルなこともわからないし、反対に□一カルな

ことがわからなければグローバルなこともわ

からない。

生涯学習を生涯楽修と

読み替えるべし

私は、「生涯学習」を「生涯楽修」と読み替

えている。学習とは学び習うことだが、博物館

では教えてもらつたり習つたりするのではな

<、 自ら楽しんで知識や研究を修めてもらえる

ように仕向けたい。たとえば、日の不自由な方

に恐竜の大きさを知つてもらうために、音で体

感できるシステムを採用したり、解説も書いて

あることを読んでもらうだけではな<、 音声で

聞いてもらつたり、さまざまな方法を試行すべ

きであろう。

博物館では今後、ハンズオンや体感を取り入

れたユニバーサルデザインの展示が重要にな

るであろう。

これからの楽修姿勢は、

超年齢・超領域を柱に

博物館はォープンなものであり、世代を継い

でい<ところに博物館の意味がある。最近では、
フリースクールのスタイルが盛んになり、自主

的に個人などがつ<る街角博物館も多<、 これ
らが地域の特 ll■を生かした街角博物館群を形

成している場合もある。この様なミューブアム

やスクールもこれからは重要になつて<る。博
物館における楽修姿勢は、年齢を超えて、領域

を超えたところにこそ魅力がある。

静岡県では、後からできる博物館として、こ

れらのことを踏まえて、特色のある静岡方式の

博物館を是非作つていただきたい。



静岡県の淡水生物 (1)

太田川河□の干潟にすぬハゼたち
北野 忠 (遠州自然研究会)

福田町に河□がある太田川の下流域には、大

規模とは言えませんが良好な干潟があります。

今回は、太田川の干潟でみられるハゼの仲間を

い<つか紹介したいと思います。
まず、もつともよ<目にするのがヒメハゼで

す。干潟に住あといつても、やや砂まじりの所

がすきで、体も砂に似た模様をしています。こ

のほか、食用となるマハゼやウロハゼもみられ、

休日には釣り客でにぎわいます。

干潟の泥の中にもハゼの仲間はすんでいま

す。チワラスボは、全長 30 cm近 <にもなるハ
ゼで、一見するとウナギのようにもみえます。

体は赤褐色で、眼は非常に小さ<、 おまけにヒ

ゲ状の突起をもち、お世辞にもかわいいとは言

えませんが、泳ぎは下手でどことな<愛嬌のあ
るハゼです。このほか、からだが非常に細長い

ヒモハゼや、□が大き<、 顔つきがサンシ∃ウ

ウオのようなエドハゼもみられます。これらは

いずれも良好な干潟にしかすめないので、県内

での生息地はそれほど多<はありません。言い
換えれば、太田川の干潟はこれらの種類が生活

できる<らいに良い環境であるといえます。
夏から秋にかけては南方系のハゼが見つか

ることもあります。クチサケハゼ、カマヒレマ

ツゲハゼは、これまで沖縄県以南でしか公な記

録がありません。写真の個体は昨年の秋に採集

したもので、おそら<分布の北限記録になりま
す。今後調査を継続すれば、もつといろんな南

方系の魚類がみつかることでしよう。

太田川では、今回紹介したほかにも、非常に

多<のハゼたちをみることができます。しかし、
一見良好な環境であるようにみえる太田川の

河□域も、少しずつ変化しているようです。川

で出会つた古老の漁師によれば、30年ほど前と
比較して漁獲量はおよそ 10分の 1になつたと
のことです。また、以前はトビハゼ (地方名 :

トビツチ∃)がいたようですが、絶滅してしま
つたと言います。残念ながら、少しずつ環境は

悪化しているのかもしれません。

とは言うものの、太田川は本当に楽しい場所

です。干潟に行けば、いろんな生物との出会い

があります。興味のある方は是非足を運んでみ

て<ださい。でも、その際には、深みにはまつ
たり、泥から抜けなれな<なつたりしないよう、
<れぐれも事故のないようにお願いします。

ヒメハゼ

チワラスボ

ヒモハゼ

エドハゼ

クチサケハゼ

カマヒレマツゲハゼ



静岡県の昆虫 (1)

社会の変化が分布を変えたウスバシロチ∃ウ
清 邦彦 (静岡昆虫同好会)

富士山麓のウスバシロチョウ

白い半透明の羽を持つウスバシロチ∃ウは、

大きさもモンシロチヨウを―回り大き<し た
<らいで、とてもアゲハチ∃ウ科には見えませ
んが、赤い点こそないものの、∃一ロツパなど

で人気の高いアポロチ∃ウの仲間なのです。静

岡県での分布は限られていて、伊豆半島や富士

山麓には生息していませんでした。静岡県中部

でも、海岸地方には見られず、安倍川や大丼川

の山間部に分布し、特に茶園、それも良質の茶

の産地によ<見られました。 1年のうち 5月だ
けに姿を見せるこの蝶は、茶つみ0寺の茶園の上

を緩やかに滑空するように飛んでいました。

ウスバシロチョウの幼虫の主な食草はケシ

科のムラサキケマンです。成虫はムラサキケマ

ンの近<の枯れ草や小石などに産卵します。そ
のまま夏から冬を越し、翌春J際化した幼虫がム

ラサキケマンの葉を食べて育ちます。この卵が

夏の高温に弱いため、海岸地方には生息できな

い、良質の茶園のある地域は夏に霧が発生する

ことが多<、 これが卵の越夏に好都合なのだと

も考えられています。

1978年から、富士山には分布しないはずの
ウスバシロチョウが、富士山から発見され始め

ました。富士北麓の別荘地、西麓の開拓地、西

南麓の耕作地周辺などからです。北麓に進入し

たウスバシロチ∃ウはやがて山中湖、静岡県の

小山町、そして御殿場市へと分布を広げてゆき

ました。西南麓に入つたグループは富士宮市北

部なら富士市の北部へ、やがて 1992年には裾
野市の十里木に達し、1995年には御殿場市の
分布域とつながりました。つまり富士山麓をぐ

ろつと取り囲んでしまつたのです。

ウスバシロチ∃ウは草地と樹林が交じり合

つた環境によ<生息します。食草のムラサキケ
マンは湿潤で肥沃な土地を好ぬようです。富士

山麓は、乾燥した草原地帯、あるいはうつそう

とした樹海や植林地などで,そのような環境条
件ではありませんでした。ところが別荘地の開

発は人為的に草原と樹林の交じり合つた環境

を作り出しました。一方、このころ政府の減反

政策や農家の後継者不足などで、山間部に休耕

地が目立つて増え始め、肥沃で湿潤だつた土地

にはムラサキケマンの群落が見られるように

なりました。ウスバシロチ∃ウの分布の拡大は

富士山麓に限つた話ではありません。日本の社

会の変化が蝶の分布を大き<変えてしまつた
ものと思われます。

ところで最近、もともとの生患地であつた山

間部の茶園周辺でウスバシロチョウの姿を見

な<なつたという話を耳にしました。茶園にま
<殺虫斉」のせいではないかとささやかれたり
しているのですが、どうでしようか。

富士山麓のウスバシロチョウ生息地



静岡県には南アルプスと富士山にハクサンシヤクナゲ、南アルプスにキバナシヤクナゲ、天竜川以西に

エンシユウシヤクナゲ、天城山にアズマシヤクナゲが知られていました。1964年に東京大学の山崎敬博士

は、アズマシヤクナゲとホンシヤクナゲの分布の接点になる静岡県西部で、中間的な性質を持つシヤクナ

ゲを見出されました。そして、これに京丸伝説にちなんでキ∃ウマルシヤクナゲの名を与え『植物研究雑

誌』に発表し、天城山のシヤクナゲもこれと同じとされました。

キヨウマルシヤクナゲは、花はアズマシヤクナゲと同じ5数性ですが、枝振りにしまりがないこと、葉
が大き<裏に毛がほとんどないことなど、ホンシヤクナゲの特徴を持つとして、ホンシヤクナゲの変種と
されています。本州には東北、関東から山梨県に 5数 ll■のアズマシヤクナゲ、中国、近畿から中部地方に
7数 ll■のホンシヤクナゲが分布していて、キョウマルシヤクナゲは西日本のシヤクナゲとされたのです。
その後、山崎博士は天城山のシヤクナゲはキョウマルシヤクナゲに上ヒベると、葉はやや厚<若葉の表面に
白色の綿毛があることに着目し、キ∃ウマルシヤクナゲの品種アマギシヤクナゲとされました。

1981年に筆者は京丸山のキ∃ウマルシヤクナゲを調査し、花は 5数性がほとんどですが 6数性の花もあ
り、6数 ll■の花は花弁、おしべ、子房も 6数性になることを『遠州の自然』No.5(1982)に 発表しました。
この 6数 ll■または 7数 ll■が混ざることは、アマギシヤクナゲやホンシヤクナゲでも知られています。山崎
博士は 5数性と 7数 ll■について、7数性が基本で 5数 ll■はそれが分化して生じたとされています。そうで

あれば中間形があつて当然です。

最近、D.F.チエンバレンと F.ドルシーは日本のシヤクナゲ類を① 古<から存在する群 :アスマシヤ
クナゲ、ヤクシマシヤクナゲ、エンシユウシヤクナゲ。② 新し<展開した群 :ホンシヤクナゲ、キョウマ
ルシヤクナゲ。③ 複合的なll■質をもつ群 :ツ クシシヤクナゲと 3群に分けられると推論しています。この
考えの基本になつているのは、花の 5数性と 7数性の変異の幅です。
これらシヤクナゲの分類は外部形態に基づいています。日本のシヤクナゲの系統がどのようであるかに

ついては、遺伝子解析など著しい進歩を遂 |ずている手法を用いるとより明確になるのではないでしょうか。

静岡県の花はツツプです。シブカワツツブ、スルガヤマツツブ、オォヤマツツプの由来などツツプに関す

る課題は山積しています。これらの課題に、若手の方で挑戦される人が出現することを期待しています。

なお、学名は沢のようです。

Rみοあル″あ ′ derりηJαZν″ Cttn subsp.乃(η″″θrツ″ (Ma対m.)Hara

V祉 りθ
“
″γ
`κ
Sθ (Yamazaki)Hara キ∃ゥマルシヤクナゲ

fom.α
“
%滋″″″(Yamazaki)Hara ァマギシヤクナゲ
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サンコ寺手ョウ
三署

「ツキ ヒ ホシ ポイ ポイ ポイ」森の奥なら朗らかな声が聞こえてきます。そつと近寄ると、枝
から、尾の長い小鳥がさつと空中に飛び立ち、虫を捕らえて、またもとの枝 |こ戻りました。双眼鏡で見ろ

と、30cmはあろうかと思われる長い尾と、日の周りのコバルトブルーのリングがはつきり見えます。

これが、1964年、静岡県民の投票により、県の鳥に指定されたサン∃ウチヨウです。サン∃ウチ∃ウ

は、5月上旬頃、東南アブアから渡つて<ろ渡り鳥 (夏鳥)です。Lヒ較的低山で、沢沿いの薄0音い林に生

息し、枝の又部にコツプ型の巣を作り、オス、メス協力して子育てをするススメロカササギヒタキ科の鳥

です。英名を「バラダイス フライキヤツチヤー」つまり「極楽のヒタキ」といわれ、姿も声も美しい鳥
で和名のサンコウチヨウはその鳴き声が「月、日、星」の三つの光と聞こえるところから三光鳥とつけら

れました。

県内では、県西部の浜者湖西岸から県中部の由井町までの比較的標高の低い地域で連続的 |こ分布し、伊

豆半島では、標高の低い海岸部に限られ、半島内部では確認されていません。県東部では、愛鷹山麓から

小山町にかけての富士山麓に、低地なら標高 1,000m以上までの広い地域で、比較的高い密度で生息が確

認されています。

しかし近年、年によつて増減はあるものの、以前 |こ比べて見られる地域が減少しているように思われま

す。県が 1994年～ 1996年に実施した生患調査でも、その1頃向が見られています。野鳥の会でも、近年、

丁度サンコウチ∃ウの生患に適した里山地域を通る第 2東名の工事に伴い、見られな<なつたり、少な<
なつたりした場所の報告が多<寄せられています。

サンコウチ∃ウに限らず、全国的に夏鳥の減少が叫ばれています。越冬地の自然破壊や捕獲圧などが原

因の一つと言われていますが、日本での繁殖適地の減少も見逃せません。県鳥でありながら、県民が見ら

れな<なつてしまいます。そんな事が起こらないよう願うばかりです。



自然学習・研究機能検討会の報告に関連して

静岡県立自然史博物館の博物館としてのイメープ
柴 正博

2001年度から2002年度に開催された県企画部での自然学習・研究機能検討会では、2002年 10
月に報告書がまとめられました。その報告書の「第 3章 自然学習・研究の拠点施設のあり方」の
3では、自然学習・研究の拠点施設、すなわち自然史博物館のテーマと内容が示されています。今
後私たちが、静岡県の自然史博物館のイメーブをより具体的に構築してい<ために、ここではこの
内容についてご紹介したいと思います。

ふじの<に～その大いなる自然～

静岡県の自然の豊かさを未来に伝えたい

自然学習 0研究の拠点施設のテーマとして、

上のタイトルが挙げられています。その内容と

して、このテーマタイトルをより具体的に表現

するために、以下のような 3つの項目 (軸 )に
そつて立体的に静岡県の自然学習・研究のテー

マとメツセーブが構成されています。

水の旅

(プロローグ )

水の循環からみた静岡県の自然

静岡県の豊かで多様な自然の現状を実感す

るために、「水の循環」という視点から静岡県

の自然をめぐる旅にでかけてみよう。静岡県に

は天竜川、大丼川、安倍川、富士川、狩野川な

ど日本を代表する河川があり、富士山には永久

凍土や湧水、伊豆には温泉、西部地域にはため

池や浜名湖、そして南倶」には駿河湾や遠州灘が

広がり、深海には海洋深層水もあります。

静岡をめぐる水循環の代表的ない<つかの
コースを、「水」になつて源流から中流、下流、

河□域、海岸から沖合域と旅をすることによつ

て、静岡県の現在の自然の多様さや豊かさにつ

いて体系的に認識することができ、さまざまな

展開や驚きが期待されます。

静岡県には高山帯から里山、河川、汽水域、

陸棚浅海域、深海域までの各種の自然環境が一

セツトそろつていて、しかもそれらは人間活動

の影響圏にあります。静岡県は自然界をめぐる

物質循環を考える上で世界の中でもモデルと

なる地域の一つといえるでしよう。河川の水は

陸から海に向かう物質循環を担つていて、静岡

県の海洋生態系にも大き<影響を及ぼしてい
ます。静岡県の自然が多様であること、そして

それらの多様な自然は個々が独立しているの

ではな<互いにつながりをもつていることを
訴えたいと思います。

多様な自然のドラマ

(メインテーマ)

現在の静岡県の自然がいかに豊かで多様な

ものかを実感したら、今度は時間の旅にでかけ

て、静岡県の自然の生い立ちをたどつてみまし

よう。静岡県の地形 0地質の成り立ちや、そこ
に生きる動植物の種類や生態は、中緯度帯にお

ける地球と生命の相互作用の織りなすシンフ

オニーともいえます。

静岡県はユーラシアプレート、フイリピン海

プレート、北米プレートの境界付近に位置して

いるといわれ、世界的に見ても特異で活発な地

殻変動帯にあるといえます。地殻運動は、東日

本と西日本とを隔てる糸魚川―静岡構造線や

フオツサマグナなど本州1弧の重要な地形・地質

構造を形成し、高山から深海までのさまざまな

自然環境をかたちづ<つてきました。
静岡県にはそのような多様な自然環境にさ

まざまに適応・進化した多彩な動植物が生息し

ています。重要なことは、県中央部から東部に

かけての地域が、東日本と西日本を隔てるフオ
ツサマグナにあたり、その地域が数百万年前ま

で海だつたことから、動植物の分布と多様ll■に

おいて他県では見られない特徴をもつている

ことです。

静岡県は日本列島の地質構造だけでな<、 生



水の旅
エントランス

自然と共生
未来の自然

中央

広場
多様な自然
静岡県の自然

収蔵・保管
スペース

学習・教育
スペース

研究口管理
スペース

自然史博物館のイメージ

物地理区の成立過程を考える上でも東日本と

西日本のフロンテイアにあたつています。静岡

県の自然環境と多様な生物相がどのように形

成されてきたのかというドラマは、日本列島の

自然史を解明してい<上でも重要であり、静岡
県は地球と生物の歴史を、一体感をもつて語る

上でまたとない地域といえます。

静岡県には、富士山をはじめ、伊豆半島、南

アルプス、浜名湖、駿河湾など自然資源または

個別テーマとしても魅力的なものがあります。

これらの個々のテーマに関して、地質・動植物

の生い立ちや現在の生態系についての理解を

深めること、そしてさらにそれら個々の自然環

境の間にどのようなつながりや背景があるの

かを探り、静岡県の自然の豊かさや多様ll■につ

いてのダイナミクスを、一体感をもつて理解を

深めることがメインテーマです。

自然との共生

(エピローグ )

未来に伝えるメツセーブ

静岡県の自然の生い立ちや歴史をふまえた

上で、未来へと意識を広げてみましよう。静岡

県では古<か らその自然を生かした人と自然
の共生が行われてきました。しかし、ここ数 10

年間の社会や経済活動の急激な変化によつて、

里山などに代表される人と共生していた自然

の荒廃や自然破壊が広がつています。「静岡県

は自然の豊かな県である」といわれてきました

が、その自然環境に関する体系的な研究は現在

ほとんどな<、 その標本や資料も蓄積されてい

ません。静岡県の現在までの自然環境の実態を

きちんと把握して、そしてその「豊かさ」を決

代の県民に31き継ぐための活動を、県民ととも

に行つていかな<て はなりません。
また、持続可能な未来のためにどのような自

然観を私たちがもつのかという課題に対して

は、環境破壊や環境汚染の問題だけでな<、 自

然災害の観点からも自然を見直す必要があり

ます。静岡県は人山噴火・地震・津波・海岸浸

食 0台風などあらゆる自然災害があり、その点

で世界的に見ても特異な地域です。防災やサバ

イバルという倶」面から自然災害をとらえるだ

けでな<、 自然の成り立ちという観点からも理

解を深めてゆ<ことで、自然と人間との共生の
あり方について、静岡県ならではメツセーブを

世界に向けて発信できると思います。

なお、検討会報告書では、第 3章の 6で、自
然学習・研究の拠点施設の運営を支えるサブシ

ステムととして、 (1)県民との協働、 (2)学校、

博物館、大学、研究機関等とのネツトワーク、

(3)自然環境や自然災害に配慮した設計と運営

システムがあ|ずられています。

今年度は、標本資料の保管・整理事業が県の

企画部ではじめられますが、これに協力してい

<と同時に、目指すべき静岡県の自然史博物館
の具体的なイメーブを私たちなりに作成する

ことをさらに進めていきたいと思つています。

なお、自然学習・研究機能検討会の概要につ

い1=|ま、 http:〃www.pref.shizuoka.ipノ kikakuノk卜2

lЛndex.htmに 掲載されています。報告書につい

て|よ、 http://― .spmnh.jpノhpnatureЛ ntЮノ02ke

nto01.htmに掲載されていますので、ご覧<だ
さい。Webベーブがご覧いただけない方で、報
告書を希望される方は NPO事務局へご連絡<
ださい。
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インフォメーション

静岡県版レットリストが発表されました

静岡県は、県内の野生動植物の専門家からな

る「静岡県自然環境調査委員会」を設置し、平

成 9年度から県内野生生物の生息・生育実態調

査を行つてきました。なお、「静岡県自然環境

調査委員会」には、NPO自然博ネツトの会員の
方も多<参力□しております。そして、平成 15

年 4月 14日 にレツドリスト (レ ツドデータブ
ツクに掲載すべき野生生物種を絶滅のおそれ

の程度でランク付けしたリスト)を発表しまし
た。現在は、保護対策の基礎資料となる「静岡

県版レツドデータブツク」を作成中とのことで

す。

静岡県環境森林部自然保護室のホームペー

ブによれば、レツドリストはそれ自体が法的規

制等の強制力を持つものではありませんが、効

果的な保護対策を推進できるよう、野生生物の

(財)日本野鳥の会

静岡支部

おかれている状況を広<一般に理解してもら
うために情報提供するものです。希少な野生生

物を指標として、大規模開発などのさまざまな

人間活動が野生生物にどのような影響を与え

るかを予測し、生物多様性を守つてい<にはど
のように行動すればよいのなを考えるための

基礎資料となるものと期待されます。

今回のレツドリストでは、絶滅のおそれのあ

る種 舶 滅危惧 1類及び ‖類)の合計は、植物
で 402種、哺乳類で 2種、鳥類で 44種、爬虫
類で 1種、両生類で 5種、淡水魚類で 15種、
毘虫類で 45種、陸・淡水産貝類で 31種となつ
ています。

これらの詳細な内容については、静岡県環境

森林部自然保護室のホームベーブより見るこ

とができます。アドレスは以下のとおりです。
http://―.pref.shizuoka.jpノ kankyou/shizenノ

しヽミ
～
粂プ
^じ
しヽへ
`ヽ

¥t

(財)日本野鳥の会静岡支部
〒420-0816 静岡市沓谷 5-4‐ 2Tel&Fax:054-208-5466

な
な

驚

日本野鳥の会静岡支部は、昭和 39年創立した主に県中部地域にお住ま苺
いの方々で構成される会員数およそ 700人の自然保護団体です。活動内【
容は、探鳥会、月 1回の室内例会、機関紙の発行、調査研究など多岐に崎
わたつています。                        な
探烏会 毎月3回 (休日2回、平日1回 )、 バードウォツチングの会を実

“
施しています。主な探鳥地は麻機、大井川、御前崎、富士山、朝霧など。1:

室内例会 月 1回 (原貝」として第 3木曜日・夜)教育会館で行つていまヽ
す。会員同志の交流と鳥や自然をより理解するための映画や講演などをヽ

はじめ、会員が写したスライド、野鳥情報が中心。          t
機関紙の発行 原貝」として月 1回、機関紙「野鳥だより」(支部報)を発 t
行しています。探鳥会、室内例会の案内、野鳥情報、会員の投稿記事な B

V▼           どもりだ<さんの内容であ送りしています。

 3重
間
に
の渡り調査など

|
調査・研究 毎年全国一斉に行われているガン 0カモの調査、サシバ (タカ
堂 怖 |′ 71ヽヰ 汁 _全国 ∩ 調 杏 鱚 里 が 日木 鴫 自∩ 全 木 喜RIア生 小 へ ね 鴎 自像 謹実施しています。全国の調査結果が日本野鳥の会本部に集められ、野鳥保護

」「 亀異予筵荼建饒翼]° ‡会員の種類と年会費 正会員 会費¥7,500(入会時は入会金¥500をプラス
ハ ハ ハ  ′ ‐

^n土
,‐ ‐

^△
、ノ ご
^ハ

士 ¬ 。==¬ ヽ  4‐ Dl:^璽   ^菱 、 ′

“

ら r“  ′ ‐
^―
_=ヽ   占

一
人 ―    [ ⌒

^ 
くく000(入会時は入会金¥500をプラス)、 特別会員 会費¥12,500(入会金不要)、 家族会員 上の3)`

種類の会員と同一住所の家族の方は年会費が―人につき¥500で家族会員になれます。会員証が送ら
れます。

入会の申し込み 郵便振替で郵便振替番号 00140-5-98389(財 )日本野鳥の会
通信欄に会員種別と静岡支部入会希望と明記の上、お申し込み下さい。



各研究会の行事

県内の自然関係の研究会・同好会などの各団体で開催する、自然観察会や講演会などの行事をこ

こでは紹介します。自然博ネツトに加盟されている各団体は、これから行われる行事をご連絡<だ
さい。

静岡県地学会総会記念講演会

模式地砂浜におけるナウマンゾウ再発掘の意義

講師 :池谷仙之 (静岡大学理学部教授)

日 0寺 :2003生F6「∃22日 (日 )
138寺～15]寺 30分

会 場 :静岡県地震防災センター
静岡市駒形通 5-9… l TEL054-251-7100

駐車スペースが少ないので、公共交通機

関を利用して<ださい。
後 援 :静岡県教育委員会
入場料 :無料

静岡県地学会第 40回総会・記念講演会
―駅申込みを受け付けた後、参加予定者には

二沢案内を出します。

野外自然観察会のあ知らせ

静岡県自然史ハイキングがスタート

遠州里山の自然史を歩こう !

NPO静岡自然博ネツト・静岡県地学会共催

里山は身近に親じめる自然環境として注目

を集めています。静岡県には山地から平野部に

かけて多<の丘陵が広がつており、豊かな里山
の生態系が日本列島の東西の動植物の分布を

つないで息づいています。そんな静岡の里山の

自然史をハイキングしてみませんか ? 地層
観察や化石採集を通して過去から現在までの

大地の歴史を感じ取り、植物や鳥類・哺7し類な

どの観察を楽しみながら、里山の自然の成り立

ちとその未来について思いをはせてみてはい

かがでしょう ? 地質から動植物まで専門の
方のガイドを聞きながら、静岡各地の自然史を

いろいろな角度から深めて歩<第 1回として、

推‖||・ 袋丼地域の里山を選んでみました。地元

だけでな<広い地域からの参加も大歓迎です。
県内・県外の自然を比べ歩き、対話・交流をす

ることで互いの地元の自然について大きな発

見があるかもしれません。

期 日 :2003年 8月 24日 (日 )10時-150寺
(小雨決行)

交通手段 :JR推‖|1駅南□に 10時現地集合。バ
スによる移動とハイキング。

参加費用 :中学生以上 1名 1000円。小学生以
下は無料です。通信費・資料費・バス代・

保険料ほか。当日支払い。

内 :延原尊美 (静岡大学教育学部助教授・

静岡県地学会 )、 三宅 隆 (日本野鳥の会
静岡支部長)、 杉野孝雄 (推‖|1草の友会会

長 )、 田辺 積 (化石収集家)
程 :掛川駅北□ (10時 )→袋丼市大日で化
石採集 (120寺 )→可睡斉・油山寺周辺で
昼食後、動植物の観察・散策 (14時)→
貝化石など自然史標本の見学とまとめ

(室内)(15時 )
参力0申込 :7月 30日 (水)までに氏名 0年齢・
住所・電話番号・メールアドレスを、FAX

(054-238-4640)も し<はハガキで下言己
まで。家族同伴の場合は全員の氏名・年

齢をお願いします。定員 40名 (先着順)。
〒422…8529 静岡市大谷 836
静岡大学教育学部地学教室内

静岡県地学会事務局

夏の自然史ハイキングの係

持ち物 :観察・記録用具、昼食 (弁当)、 飲み

物、雨具 (雨天の場合 )、 虫さされ・虫よ

け。運動靴・帽子等、ハイキングに適し

た服装であいで下さい。

二次案内 :参加を申し込まれた方には、8月 18

日ごろまでに必要事項をお知らせします。
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